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要 旨 画像診断報告書の確認不足という診断関連エラーに含まれる予期せぬ重大所見
（Significant Unexpected Findings : SUF）に対する対応行動支援は，医療安全にお

ける重要課題のひとつである．国立病院機構九州医療センターではSUFを含む画像診断報告書の
取り扱いについて，放射線部門・医療情報管理センター・医療安全管理部の三部門の共働体制，
ならびに各診療科長の介入を加えて，画像診断報告書チェックフローを策定し実践すると共に，
SUF対応状況の評価指標を定め，その集計結果を院内に周知することでSUF未対応ゼロを達成し
た．
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はじめに

　近年，画像診断報告書の確認不足により，患者の
治療が遅れたため転帰に重大な影響を及ぼしたとす
る医療過誤が報告されている１）２）．診断過程および
診断結果における失敗は診断関連エラーと総称し
３），とくに診断の確認不足（missed diagnosis）や
診断の遅れ（delayed diagnosis）は，法的には不作
為にあたる．このようなエラーに対する予防は，医
療安全管理上の最重要課題のひとつである．

　画像診断報告書の確認不足という診断関連エラー
には，「報告書を読まない」エラーだけでなく，「患
者を担当し画像検査を依頼する医師（以下，主治医）
が関心領域外の重大な所見に気づかない」エラーが
含まれている．とくに後者は，予期せぬ重大所見

（Significant Unexpected Findings : SUF)４）５）と呼
ばれ，医療安全における重要な課題として注目され
ている．さらには，SUFを認知するだけでは不十分
であり，SUFに対し具体的な対応行動を実施するこ
とが求められている．
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